


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― 24 ― ― 25 ―
と問う人がいるなら、私は率直に言う、まったく思いもよらなかった、と。私
も〈美しい夢〉を抱いて広州に行ったことはしばらく言うまい。そこでは、まだ
〈合作〉のときで、私はこの目でそうした顔つきを見たし、そうした誓いの言葉
を聞いた。私が世故にたけていると言うのなら、あらゆる世故は役に立たないだ
ろう。……まだあまりにもまじめで、〈芝居をする虚無党〉を信じすぎ、大きな
ペテンにかかってしまった……私はついに驚きのあまり呆然とした……血の代
償によって、得た教訓はこのペテンを理解したことだけだ。』」
また、『魯迅選集』第7巻（岩波書店、1956・9・22）「解説」（増田渉）は次のよ
うに魯迅の言葉を引く。
 「『国民党は有為な青年を陥穽に落としこんだ。初めは、共産党は機関車で国民
党は列車だ、革命は共産党が国民党を引っぱることによって成功するのだといっ
た、あるいは革命の恩人だというのでボローヂン（当時、革命指導者としてソ連
からきていた）の前で学生一同に最敬礼をさせたりした。だから青年は誰もが感
激して共産党に入った。すると今度は突然、共産党なるが故に彼らを片端から殺
した。この点は旧式の軍閥の方がまだ人がいい。彼らは最初から共産党を容れず
最後までその主義を守った。彼らの主義が嫌なものはだから寄りつかないとか反
抗するとかすればいい。だが国民党のとったやり方はまるでペテンだ。その殺し
方がまたひどかった。たとえば殺すにしても脳天へ一発の弾丸を打てばそれで目
的は達せられるはずだのに、刻み斬りだとか生き埋めだとか、親兄弟までも殺し
たりした。僕はそれ以来、人をだまして虐殺の材料にするような国民党はどうし
てもいやだ。憎しみがこびりついてしまった。僕の学生をたくさん殺した。』」

